
うということではなく、自分でできないことを周 りの人

に適切にお願いすることも必要にな ります。つ まり、①

「できることを増やすこと」② 「要求手段を身につけるこ

と」を今回の 目的 としています。その結果、情緒 の安定

へ繋がることも成果 として期待 しています。

Ⅲ　研究の経過

　 1.ケ ース児童紹介

　　　 I.Yさ んは現在21歳 、自閉症 ・重度知的障害と

　　診断され、「感覚の特異性」「目で見てわかるものに

　　強い」「焦点の当て方が狭 く強い」「記憶のアンバラ

　　ンスさがある」「『待つ』な どの曖昧な時間が苦手」

　　とい うような特性が確認されています。今年度途中

　　より 「強度行動障害特別処遇事業」の対象者(39/

　　55点)で す。

　 2.実 践内容

　　 1)実 践前の状況

　　　　以前のI.Yさ んは、「指示待ち」になる場面

　　　 (自発的に活動せず、支援者に促 されるのを待つ)

　　　が多 く、見通 しが持てな くなると不安定になり粗

　　　暴行為や器物破損に至ることが多 くみられていま

　　　 した。また、自発的な要求も殆 ど出せ ませんでし

　　　た。

　　 2)ス ケジュールの活用

　　　　生活やその他の見通 しをもって過ごしてもらう

自閉症支援の実践(I.Yさ んの場合)

　　 　　　 　　柳沼 　秀明1)

1)青 森県立八甲学園　こども支援課

Key　Words:① 自閉症の特性理解 ② コミュニケーショ

　　　　　　ン支援 ③強度行動障害

I　 はじめに

　現在八甲学園には、自閉症 ・自閉的傾向を有 される方

が多 く利用されています。自閉症 とは①社会性 ・対人関

係の障害② コミュニケーションの質的な障害③興味 ・関

心の限局性などによる判断基準から診断される、知的障

害 とは異なる(発 達)障 害です。

　我々は、利用 されている方一人ひとりが持たれている

「強み」「弱み」を理解 し、支援へ と繋げていこうと考え、

この取 り組みを開始 しました。

Ⅱ　目的

最終的には自立を目指 します。自立は何で も自分で行

ために、一日の流れが視覚的に伝わるよう、スケ

ジュールを提示 しました。狙いは、「いつ、 どこ

で、何をするのかを伝えること」「日々生活 には変

化があることを伝 えること」「余暇の過ごし方を明

確にすること」です。また、この取 り組みと同時

に、家庭で も活かせるスキルの獲得(掃 除 ・片づ

けなどの手順 を身につける)を 目指 し、家庭でも

共通の課題を作 ることで、家庭 との連携 を図ろう

　と考えました。この結果、当初は職員の指示なし

に活動へ移ることが増え、行動が落ち着 きました。

提示するにあた り、当初、提示例を作成(職 員に

周知 して もらうため)し たため、毎 日が同じよう

な流れ となって しまい、その結果、普段 と違 う流

れになった時には不安定になることがあ りました

(気付いた時点で修正 をしたため、現在 はいろんな

流れに対応できるようになっています。)。

3)コ ミュニケーション支援

　　スケジュールを提示 して暫 くすると、再び 「指

示待ち」 な状況が見られるようにな りました。こ

　こで原因として考えられたのが 「要求場面での蹟

　き」で した。 ということで、自発的なコミュニケー

　ションの獲得を狙い、初めは居室に固定式の 「コ
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　ミュニケーションボー ド」を設置 しましたが、自

発的に活用するには至 りませんで した。原因とし

て、① どの場面で使 って良いのかわか らないので

　はないか、②文字だけでは意味理解が難 しいので

　はないか、と予想 されたため、文字に写真 を加え

た ものへ改良 しました。これにより、自発的な要

求を出せるようになりましたが、スケジュールが

掲示された場所へ職員 を呼び込 まな くては要求で

　きませんでした。そのため、携帯式(束)に し、

持 ち運べるようにしています。結果、携帯式に し

た事 により、自らのタイミングで要求を出せるよ

　うになり、自発的な要求が習慣化 されました。

4)自 立課題の設定

　 余暇時間の調整(メ リハ リをもたせる)、作業手

順(ワ ークシステム)の 獲得、作業スキルの向上、

労働の成果を知る、部屋で過 ごす時間を設けると

い う狙いがありました。これにより、作業手順の

教え方が身に付 き、同時に余暇時間のメリハ リを

つけることには成功 しました。今後の改善点とし

ては、 これまでの課題が 目で見てわかるように整

理されていない箇所があ り、実際I.Yさ んが持

ち合わせている 「記憶の強さ」に頼っているもの

が多 くあ りました。記憶で繰 り返すだけの課題で

はなく、 日・々変化のある課題を設定 したり、視覚

情報 だけで取 り組めるような課題 を増やす こと

で、いろいろな伝 え方 を身につけてもらおうと考

えています。

ス トレスも大きく感 じてしまいます。その反面、視覚優

位 な面があ り、目から入って くる情報は処理されやすく、

「目で見て分かるようにすること」「わか りやす く情報を

整理すること」で、持っている能力 を最大限に生か し、

充実 した生活 を送ることができると感 じました。わか り

やす く伝えるためにはその方の状況 ・特性を知ること、

その上でわか りやす く工夫することが大切なのではない

かと思います。

Ⅳ　結果 ・考察

　様々な時間の過ごし方を目で見てわかるようにしたこ

と、コミュニケーション手段を獲得 したとで、生活の質

は格段に上がったと思われます。具体的に、促 されなく

てもで きることがわかったことで活き活 きとした、一人

でできることを知 り自信が出た、 自分が したいことや助

けて欲 しいことを人に訴えることで生活に幅が出た、 と

いうようなことが挙げられます。

　今後の課題 としては、コミュニケーション場面のさら

なる充実、家庭や関係機関との連携強化、余暇時間の充

実、さらに、I.Yさ んのことを周囲の方に理解 してい

ただくための取 り組み(地 域で暮 らせるために)、などが

挙げられます。

Ⅴ　まとめ

　自閉症で も様々あるケースの中で、今回はI.Yさ ん

のケースを取 り上げました。今回、取 り上げたことによ

り自閉症 について少 しで も知って頂ければ幸いと思いま

す。I.Yさ んの場合は聴覚等からの情報 ・刺激に弱 く、
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